
（1面） 平成26年度事務事業評価シート 平成 26 年 6 月 17 日 作成

備　　考

中事業に含まれる小事業の方向性（⇒個別事業の概要は裏面） （千円）

中事業の評価（事務事業の課題、取組状況、今後の方向性）

○ ○ ○ ○

主管課 青少年課 関連課 こどもみらい課

分野名 青少年育成

事務事業 ■サービス部門
こども-22 子ども会館・子どもの家管理運営事業

№/名　称 □支　援　部 門

目標
市内各小学校区にそれぞれ1箇所ずつ子ども会館・子どもの家を整備する（子ども会館・子どもの家各16箇所）

（目標値）

人口等のデータ

データ区分 25年度 24年度 23年度

人　　　口 177,895人 177,224人 177,204人 ・各年4月1日
（住民基本台帳）世　帯　数 80,295世帯 79,669世帯 79,217世帯

事業の対象者数 23001人 22972人 22822人

47,554 45,313

（一般財源）
運営資源状況

決算値（千円） 216,171 216,319 204,870

132,502 138,374 126,323

人員配置数 4.7人 3.6人 2.9人

人 件 費（千円） 40,561 31,379 27,203

市民１人当りの経費（円） 1,443 1,398 1,310

協働のパートナー
かまくら子育て支援グループ懇談会 かまくら子育て支援グループ懇談会 NPO法人輝き・遊っこ・楽っこ

対象者１人当りの経費（円） 11,162 10,783 10,169

232,073

（国　・　県） 31,044 30,391 33,234

（負担金等） 52,625

　ベンチマーク（県内
外自治体や民間団体

との比較値）

団体名⇒

事務事業
運営経費

総事業費（千円） 256,732 247,698

指　　標 評価 年度 22年度 23年度

16施設

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

実績値 ９施設 10施設 ９施設 10施設

24年度 25年度 最終年度（27年度）

各小学校区での小学校への距離と子ども会館未設置
の解消など子ども会館・子どもの家の適正な整備

△
目標値 16施設 16施設 16施設 16施設

H25小事業名 H25決算値 H26小事業名 H26予算額 A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

子ども会館・子どもの家
管理運営事業

216,171
子ども会館・子どもの家

管理運営事業
239,380

今後の
方向性 Ａ

理由
・手法

平成27年度から子ども・子育て支援新制度が施行
され、待機児童を平成31年度まで解消するための
施設整備、また、職員の処遇改善が必要である。

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

H25年度の課題
・子ども会館・子どもの家の持続可能な運営体制について検討する必要がある。
・入所児童増加に伴い、施設規模が手狭になってきているため放課後全児童対策を関係部署と検討する必要がある。
・閉館した深沢子ども会館、腰越子ども会館・子どもの家の建設を進める必要がある。

課題解決のための取組
・施設に課題のあった大船第二子ども会館・子どもの家を旧北鎌倉美術館に移転し、小坂子ども会館・子どもの家と名称を改め
た。
・耐震性に課題があり閉館した深沢子ども会館については、平成26年８月に暫定施設設置を目指す手続を進めている。

取組の結果
□解　 決
■未解決

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

未解決の課題
・耐震性に課題があり休館している腰越子ども会館及び暫定的に腰越小学校内に移転している子どもの家の整備を進めること。
・小学校から距離がある西鎌倉子ども会館・子どもの家、岩瀬子ども会館・子どもの家の整備、子ども会館未設置学区の解消に向けた検討を図ること。
・子ども・子育て支援事業計画策定に向けたニーズ量の把握をする必要がある。

中事業の評価 適切＝〇要改善＝△（２面「評価の視点」を参照） ①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価者名 青少年課長 田中　良一

今後の方向性
（課題解決に向けた取組

・H26予算への反映）

平成27年４月から子ども・子育て支援新制度が導入されることから、子ども会館・子どもの家における円滑な運営を図
るため、施設整備や職員の処遇等の見直しについて検討していく必要がある。

A：充実・拡大
B：現状継続
C：改善・見直し
D：統合縮小
E：廃止・休止

Ａ

※□事業完了



（2面） 小事業・個別事業の評価
評価のポイント

(単位：千円）

こども育成指導員報酬

事務補助嘱託員報酬

夏期及び障害児対応臨時的任用職員賃金

講師等謝礼

非常勤嘱託員費用弁償

子ども会館・子どもの家消耗品費

燃料費

子ども会館・子どもの家光熱水費

第一子ども会館・子どもの家修繕料

小坂子ども会館階段転落防止柵等修繕料

医薬材料費

電信料

第一子ども会館・子どもの家エレベーター保守点検業務等手数料

機械警備委託料

軽作業委託料

子どもの家利用料徴収システム保守委託料

大船第二子ども会館・子どもの家移転引越委託料

備品等廃棄物収集運搬処分等委託料

山崎子ども会館・子どもの家増設分リース料

タクシー使用料

腰越小学校第二音楽室エアコン備品購入費

ベビーシート等備品購入費

梶原子ども会館市民協働事業負担金

○

○

○

1309

○

○

○

1309 10,854
11,699

1309

1309

1309

1309

○

○

○

5,512 ○ ○ ○ ○

1309

17,802

○ ○

307 227

○ ○ ○

○

○

1309・1312 5,129

1309・1312 7,991

○

67106 ○ ○

子ども会館・子どもの家保険料

1309 ○

1309 158 158 ○ ○ ○ ○

1309・1312

1309・1312

1,682

460

○

○

○

813 ○ ○ ○

○ ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価の
視点

①効率性 事業費や人件費に削減余地はないか。 ②妥当性
事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的な根拠や公的関与の妥
当性はあるか。

③有効性 事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した場合影響があるか。 ④公平性 受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

市内16小学校区すべてに、放課後児童健全育成事業として子どもの家を開設し、入所している児童に対して家庭的な生活
時間を提供している。また、子ども会館では、地域の０歳児から中学生までに適切な遊びの場を提供している。

○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

1309 389 250 ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

○

○

○

○

○

○

○

○

○

7,029 ○ ○ ○

○

○

○ ○

7,373

○

1309 こども育成専任指導員報酬 65,585 62,574 ○ ○

○ ○

104,030

1,029

10,894

1,833

563

2,115

1,456

89,560

1,028

1,934

1,213

○

1309・1312

1309 9,722

1312 152 97 ○ ○ ○ ○

1309 237 236 ○ ○

1309 2,850 2,850 ○ ○ ○ ○

1309 861 ○ ○

○1309 493 ○ ○ ○
580

○ ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

○1309 213 ○ ○ ○

○ ○

1312 3,000 2,734 ○ ○ ○ ○

1309 379 362 ○ ○

子ども会館・
子どもの家
管理運営事

業

※□

※事業完了


